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ラマダンを意識して生きること 

 

 

 

 

 

 

 

尊敬すべきムスリムの皆様！ 
私たちは、愛すべき心の客人である聖なる

ラマダンの月とお別れをしたところです。祝福さ
れたこの月、私たちはいやしの源であり救いへの
導きであるクルアーンの朗読をもって心の平安
を得てきました。罪に対しては斎戒を盾とし、篤
信の衣を身の飾りとしてきました。夜明け前には
タハッジュドの礼拝とスフールに恵まれ、イフタ
ールの食卓を共にし、主の喜びを願い、一緒にそ
の日の斎戒を終える喜びを経験しました。タラウ
ィーの礼拝を通して、団結と連帯を強めました。
ザカートやサダカトゥ・ル＝フィトル、慈善、善
行を通して財産を浄め、分かち合うことの喜びを
経験しました。千の月にもまさるライラトゥ・ル
＝カドルには、自分の罪から自分自身を浄めもし
ました。 

尊敬すべき信仰者の皆様！ 

実際には、アッラーへの奉仕は一晩や一か
月に留まるものではありません。アッラーを崇拝
することは、人生の究極の目的です。それが、は
かないこの世を永遠の楽園にする唯一の方法な
のです。聖クルアーンには、次のように述べられ

 
i Maryam, 19/65. 

ii Abu Dawud, Tatawwu’, 27. 

ています。 「諸天と大地と、そのあいだにあるも
のすべての主。それゆえ、この御方に仕えなさい。
よく耐えて、この御方に仕え続けなさい。あなた
は、この御方に類するものを知っているのか。」
i この章句において、主（スブハーナ ワ タアー
ラー）は私たちに、生涯をかけて主に仕え、責任
感をもって人生のあらゆる瞬間を崇拝とするよ
う命じておられます。愛すべき預言者صلى الله عليه وسلمは次のよ
うに語っています。 「アッラーにもっとも喜ばれ
る行いとは、たとえささやかであろうと、もっと
も長続きする行いのことである。」ii  

ですから、親愛なる兄弟、姉妹の皆様！ 
ラマダンの後も、崇拝の意識を保ちましょ

う。ラマダン中の祈りの中で築き上げた絆を強め、
保つようにしましょう。この月、自分の中により
よく取り入れたクルアーンの命を与えるメッセ
ージを、生活する中でも優先させましょう。 

ラマダンの祝福された月の間だけではなく、
それ以降も、善を私たちの導きとしましょう。悪
から遠ざかりましょう。心を傷つけたり、害を及
ぼしたりしないようにしましょう。現世と来世に
おける真の至福は、信仰を礼拝に、崇拝を善良な
性格にしてゆく信仰者のものであることを忘れ
ないようにしましょう。 

本日のホトバを、愛すべき預言者صلى الله عليه وسلمから学ん
だ次の祈りをもって終わります。 

 「アッラーよ。私があなたを想い起こし、
あなたに感謝を示し、最善のやり方であなたに仕
えることができるよう助けてください。」iii 

iii Ebû Dâvûd, Vitr, 26. 


